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全 員 協 議 会 記 録

◇開会日時 令和３年９月２４日（金曜日）

午後 ２時１５分 開会 午後 ２時３０分 閉会

◇開催場所 全員協議会室

◇出席議員 １７名

◇欠席議員 なし

◇出席説明員

◇事務局職員

議 長 齊 藤 克 己 議員 副議長 安 保 友 博 議員

１番 菅 原 満 議員 ２番 猪 原 陽 輔 議員

３番 熊 谷 二 郎 議員 ４番 鳥 飼 雅 司 議員

５番 内 山 恵 子 議員 ６番 齊 藤 誠 議員

７番 伊 藤 妙 子 議員 ８番 富 澤 啓 二 議員

９番 待 鳥 美 光 議員 １０番 金 井 伸 夫 議員

１１番 赤 松 祐 造 議員 １２番 小 嶋 智 子 議員

１３番 松 永 靖 恵 議員 １４番 萩 原 圭 一 議員

１６番 冨 澤 勝 広 議員

市 長 柴 﨑 光 子 副 市 長 大 島 秀 彦

企 画 部 長 中 蔦 裕 猛 総 務 部 長 鈴 木 均

保健福祉部長 大 野 久 芳 子 ど も
あんしん部長 斎 藤 幸 子

危機管理監 中 川 宏 樹
企画部次長兼
秘書広報課長 松 戸 克 彦

総務部次長兼
総務人権課長 亀 井 義 和 危機管理室長 渡 邉 宗 臣

議会事務局長 喜 古 隆 広 議 事 課 長 遠 藤 秀 和

議事課長補佐 本 間 修 主 査 高 橋 寛 子
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◇本日の会議に付した案件

新型コロナウイルス感染拡大に対する緊急要望書の回答について
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午後 ２時１５分 開会

○齊藤克己議長 ただいまから全員協議会を開催します。

初めに、市長より挨拶をお願いいたします。

○柴﨑市長 議員各位におかれましては、議会閉会後の大変お忙しい中、全員協議会を開催し

ていただき、誠にありがとうございます。

本日は、議会からいただいた、８月26日付和議第51号、新型コロナウイルス感染拡大に対す

る緊急要望書に対する回答のほか、市内の新型コロナウイルス感染症の現状等についてご説明

させていただきます。詳細につきましては、所管部長から順次御説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。

○齊藤克己議長 ありがとうございました。

本日の案件は、今お話しがあったとおり、新型コロナウイルス感染拡大に対する緊急要望書

の回答についてが主なものなります。事前にお話ししたとおり、このあとは会議等もあります

ので、今回は報告だけにさせていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは、中川危機管理監から回答お願いいたします。

中川危機管理監。

○中川危機管理監 カラーで印刷している資料１について報告いたします。

１、和光市内の陽性者の状況です。21日時点で1,699名、22日に1名、23日0名でありますの

で、本日のところ、1,700人となります。

続いて、次の棒グラフの部分ですが、波がいろいろとありましたが、ピークとなったのは８

月15日の週、吹き出しで168人の週であります。この週が最大の波となりました。

次に、２、埼玉県内の陽性者の状況ですが、左上にあります６月30日から７月６日まで、和

光市は赤色で、判例にありますように、25名から49名です。続きまして、その下につきまして、

12日から18日、この中日であります15日に和光市においては過去最高の40名を記録した週であ

ります。この週につきましては200名を超えました。上との差については、上は日曜日から土

曜日換算をしていますが、県の方は木曜日から水曜日を換算をしているといった違いです。

続いて右上にある図については、緑に落ち着いているということで、50名から99名、昨日の

水曜日までを１週間にしますと14名に落ち着いているので、現状黄色となります。

裏面です。直近のワクチン接種状況の速報値です。

（１）65歳以上につきましては、接種者数１回目が85.7％、２回目83.7％、前週に比べて

0.2％の伸びであります。

（２）全体といたしましては、1回目が59.9％、２回目が47.8％、括弧書きにありますよう

に、全国では１回目以上が66.7％、必要回数接種完了が54.5％、若干の開きがありますが、米

印にありますように、和光市の接種数には大規模接種会場分、職域接種分が含まれておりませ

んので、このような差ができますが、伸び率につきましては、全国より多い伸び率を示してい
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ると聞いております。

15歳以下の接種につきまして、（１）予約受付開始は10月5日、火曜日、10時から。予約枠

につきましては、コールセンター枠600人、LINE枠1,500人となっております。

食料支援の状況ですが、8月30日から9月21日までの16日間において、申請件数は27件、70人

分です。本日も申請は0でしたので、変化ございません。１日あたりの最大申請件数は５件で

17人という日がございました。申請がない日が６日間とありますが、本日も申請がなかったた

め、7日間となります。

資料２、記書きについて報告させていただきます。

１点目、新型コロナウイルスの爆発的な感染拡大の局面であることを踏まえ、和光市として

の情報のきめ細やかな発信に努め、情報の収集、共有を図ることについて、お答えいたします。

和光市では、国内で感染が拡大している新型コロナウイルス感染症について、感染症の予防

及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づく指定感染症として定められたことに伴い、

新型コロナウイルス感染症対策の総合的な対策を推進するため、令和２年２月 20 日に新型コ

ロナウイルス対策本部を設置しました。対策本部会議では、国や埼玉県対策本部からの情報を

収集し共有することで、様々な内容を迅速に対応できるよう行っており、決定した事項につい

て、各部局ごとに対応しております。

また、市民に対する情報発信では、緊急事態宣言発令や不要不急の外出自粛など市民への協

力要請については、防災行政無線、青色防犯パトロールカーを活用して情報発信しているほか、

市内での陽性者の発生状況や学校、保育園に関する情報、市独自の支援策などについては、広

報わこう、市ホームページ、ＳＮＳ等から情報発信しています。

ワクチン接種や支援を必要とする事業者など、対象者となる方に対して、きめ細やかな情報

発信に努めてまいります。

２点目、緊急事態宣言の延長、災害時に匹敵するとの指摘を踏まえ、新型コロナ感染症の増

加に対して、災害対策と捉えて施策の展開を行うことについてお答えいたします。

今年７月中旬より、新型コロナウイルス感染症が急激に拡大したことにより、保健所業務が

逼迫しはじめ、和光市においても新規陽性者が増加してきたことを受け、和光市として出来る

範囲で出来ることはないのか検討した結果、市役所の取組みとして、保健所への職員派遣やワ

クチン接種体制の強化、接種の拡充、自宅療養者への緊急支援（食料などの配付）、ＰＣＲ検

査の実施（感染者が発生した学童クラブ・保育園）をいたします。

４点目、自宅療養者に対する見回り、食料および食事等の提供、また、家庭内感染を防止す

るための情報提供、物的支援を行うことについてお答えいたします。

○齊藤克己議長 大島副市長。

○大島副市長 危機管理監に関連するところだけ先に御回答いたします。順番が前後して申し

訳ございません。

○齊藤克己議長 中川危機管理監。
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○中川危機管理監 ４点目について、お答えいたします。

令和３年８月 30日（月）より、新型コロナウイルス感染症により自宅療養を余儀なくされ

ている陽性者のうち、埼玉県からの支援物資が届いていない方で自ら要望される方に対して、

３日分程度の食料品を箱詰めし自宅玄関前に届ける緊急食料支援を行っています。食料品以外

の生活必需品については、災害時用に防災備蓄している、粉ミルク、生理用品、おむつ、トイ

レットペーパーなど要望された方に対して提供する体制をとっております。

また、感染防止のための情報提供として、埼玉県が新型コロナウイルス感染症の患者さんに

配付する自宅療養の手引き、新型コロナウイルスに有効な消毒・除菌方法一覧、保健福祉部が

準備した、家庭内に感染が疑われる人、感染者がいる場合の家庭内で注意いただきたい８つの

ポイントを食料支援の際に同封しています。感染に関する情報提供については、医師会和光支

部の監修を得て、保健福祉部が積極的な情報提供や啓発を実施します。

○齊藤克己議長 続いて、大野保健福祉部長。

○大野保健福祉部長 私からは、３番、５番、７番について回答させていただきます。

初めに３番、早期に酸素ステーションの設置や設置済ステーションへの支援を行うことにつ

いてお答えいたします。

酸素ステーションの設置につきましては、厚生労働省が都道府県及び保健所設置市等あてに

発出した令和３年８月 25日付けの事務連絡によると、いわゆる酸素ステーションと呼ばれる

入院待機施設は、酸素投与等の必要な処置を行うもので、宿泊療養施設や医療機関に併設す

る場合以外は、臨時の医療施設として設置することになります。

この場合、既存の施設等を必要な人員・管理体制を整えた上で臨時の医療施設として活用す

ることも可能とされていますが、日中１人以上の医師を配置すること、常時１人以上の看護

師を配置すること及び一定程度の医学的管理等を適切に提供できる医療体制を整備すること

等が条件となりますので、市が独自に酸素ステーションを設置することは、費用面を度外視

したとしても、医師等の専門職の確保や必要な資機材の確保を含め、実現には多くの課題が

あるため、非常に困難であると考えております。

酸素ステーションを含む入院待機施設設置の必要性は十分認識しているところですが、仮に

市のレベルで設置するとした場合は、保健所の管轄区域や消防による救急対応の範囲等をカ

バーするため、広域での対応が必要になるものと考えております。医師会、地域の医療機関

が必要な医療提供体制を準備できる状況であれば、市の施設等を提供する等の支援は可能で

あると考えております。

設置済みステーションへの支援を行うことにつきましては、市内の医療機関が酸素ステーシ

ョンを設置していることは承知しております。正式に要請があれば職員のマンパワーや食料等

の物資提供が可能であることを市から医療機関に直接お伝えしている状況でございます。

５番、医療機関などの専門的な知見の協力や情報の共有による施策展開ができるよう、一層

の連携を図ることにつきましては、医師会和光支部とはワクチン接種で緊密な連携体制が確立
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されていますので、感染症の対応と予防についても指導、助言を受けており、保健所への保健

師派遣を通じて市内の状況についても情報共有を図っているところでございます。

７番、新型コロナワクチンの接種機会の拡大に際し、妊婦を含む重症化リスクの高い者への

優先接種や土曜日や日曜日、夜間の設定を検討することに対しまして、妊婦に対する優先接種

は、８月末から市ホームページでの周知と予約の受付を開始しており、９月の第３週には母子

健康手帳の交付を受けた方を対象に個別案内通知をお送りして接種を呼びかけているところで

ございます。

また、在宅介護を受けている重度者や障害者施設の利用者等については、往診により接種を

実施しております。

集団接種会場では、現在の実施時間を午前中にも拡大して接種件数の増加を図ることとして

おりますが、接種機会拡大に当たっては、日曜日や夜間の接種についても検討したところで

す。夜間接種の場合は遅い時間に接種により体調が悪くなった方への救急対応に課題がある

こと、土曜日、日曜日に続けて接種を行うためには必要なスタッフを確保することが困難で

あるなど、多くの課題があることから、従来の接種実施日の午前中に接種時間を拡大をさせ

ていただくこととしたものでございます。

○齊藤克己議長 続いて、斎藤子どもあんしん部長。

○斎藤子どもあんしん部長 ６番につきましては、子どもあんしん部で回答させていただきま

す。

６番、市内でのクラスターの発生を防止するため、抗原検査キットやＰＣＲ検査の活用など

を行うことにつきましては、先ほど審議していただいた内容となります。

市独自のＰＣＲ検査の活用としましては、休園・休所となった保育園、学童クラブにおいて、

休暇を取れない等で保育を希望する医療分野、社会福祉、介護事業、教育・保育などのエッセ

ンシャルワーカーと独り親家庭等に該当する親を持つ園児、児童についてＰＣＲ検査を実施す

るほか、職員に対しては、保護者が安心して預けられるよう唾液検査キットによるＰＣＲ検査

を実施いたします。

○齊藤克己議長 ありがとうございました。以上で議会からの緊急要望書に対する回答という

ことで答弁をいただきました。

各議員、先ほどまで審議した部分もありますが、できるできないこともあるでしょうけれど

も、この場では一応回答ということでとどめさせていただければと思います。

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

以上で本日の案件は終了しました。

ほかになにかございますか。

〔「なし」という声あり〕

それでは本日の記録につきましては、正副議長に一任願います。
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以上にて全員協議会を閉会します。

午後 ２時３０分 閉会



議 長 齊 藤 克 己

副 議 長 安 保 友 博


